
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

今後とも、「健康長寿」の強みを活かしたヘルスケア産業の振興に向けた取組を加速するとともに、次世代のヘルスケア産業の創出につな
がるよう、事業を展開していく。

目標に対
する成果
の状況

平成28年度へ全額繰越

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 0 4,138

0 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

概　算
人件費

0.00 0.50

0

0

4,138

成果目標の達成状況

項目

調査、研究、実証事業に
よる産業モデルの創出

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

20,440

合計（A) 0 20,4400 20,440

達成状況

３件

当初予算

0 0 0

00 0

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

県内各地で展開されている「健康長寿」の強みを活かしたヘルスケア産業の振興に向けた取組を加速するとともに、健康づくりの県民運動
「信州ACE（エース）プロジェクト」とも連動し、県内において、地方創生の視点も踏まえた次世代のヘルスケア産業を創出する。

上記目的を達成するため、平成27年３月に「長野県次世代ヘルスケア産業協議会」を設置。協議会に設置した「健康」×「サービス」、「健
康」×「観光」、「健康」×「食」、「健康」×「ものづくり」の４つの分科会で検討した実証事業を、経済産業省の公募事業に提案した結果、採
択された。
引き続き県として、協議会を通じたヘルスケア産業を創出する取組を推進する必要がある。

１　成長産業の創出 実施期間 H27 ～

合計

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

長野県次世代ヘルスケア産業協議会の事務局を担っているため。

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

協議会の運営
調査、研究、実証事業の実施

負担金

協議会を運営するとともに、情報発信、啓発活動を行
う。
調査、研究、実証事業を実施する。
負担先（長野県次世代ヘルスケア産業協議会）

「長野県次世代ヘルスケア産業協議会」を通じた調査、研究、実証事業の実施とそれを踏まえたヘルスケア産業モデルの創出。

３件 - --

27年度 28年度

0

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果

事業番号 07 01 11 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 ヘルスケア産業振興事業費 担
当
課

部局 産業労働部

課・室 産業政策課産業戦略室

総合５か年
計画

プロジェクト  1－1－1  次世代産業創出 E-mail senryaku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１－１　信州をけん引するものづくり産業の振興

20,440 20,440

補正予算 20,440

Aの
財源

0 0 0

mailto:senryaku@pref.nagano.lg.jp

